
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

 

 

   1 個の値段 x 個数＝代金     

 

買う個数が決まっているとき， 

1 個の値段と代金は比例します。 

        ↓ 

 Ａのときの代金とＢのときの代金の比は 

   45 : 30 = 3 : 2 

 Ａの代金を③円， Ｂの代金を②円とすると， 

  3 - 2 = ①が 75 円にあたるので 

 Ａの代金は 

   75 x 3 = 225 円・・・持っていたお金 

  

 

Ａ Ｂ 

225 円 



 

 

 

  

 

 

 

 

必修例題 3 

必修例題 4 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  濃さ x 食塩水の量 = 食塩の量 

 （たて）x （横） ＝ （面積） 

         ↓ 

  食塩の量（面積）が一定のとき， 

   濃さ（たて）と食塩水の量（横）は反比例の関係にあります。 

 

 

 食塩水に水を入れても食塩の量は変わらないので 

    濃さと食塩水の量は反比例の関係にあります。 

 

 

 

 

 

   （アの食塩水の量）：（イの食塩水の量） 

   ＝ 
1

8
 : 

1

6
 ＝ 3 : 4 

      それぞれの食塩水の量を③g,④g とすると， 

     4 - 3 = ①が水の 100g にあたるので 

   もとの食塩水の量は 

     100x3 = 300g 

 

ア 

イ 

  

  
食塩の量 濃さ 

食塩水の量 

300g 



 

 



 


